
可
腕
小
哉
容
十
九

扇
子
に
て
人
の
顔
を
打
法
ゃ
あ
る
。
是
に
出
は
せ
で
比
興
者
と
被
申

候
。
乍
然
大
勢
打
寄
り
和
談
益
事
あ
り
。
共
時
政
山
一
訴
訟
と
友
し
や
か

に
、
銀
も
叉
四
う
い
や
っ
御
用
に
可
立
。
政
宗
が
相
手
に
は
友
ら
ぬ
も

の
也
。
打
て
腹
だ
に
い
る
な
ら
ば
、
何
ほ
ど
も
灯
て
や
粂
松
と
舞
ま

ひ
て
笑
れ
ぬ
と
。

一
、
明
智
光
秀
の
妻
が
内
助

裁
に
天
守
あ
ぐ
る
事
は
、
明
智
光
秀
江
州
志
賀
郡
拝
領
の
時
、
坂
本

の
誠
に
一
初
め
て
替
し
と
也
。
初
め
光
秀
、
公
方
議
昭
公
に
二
百
石
に
て

居
し
時
、
共
頃
振
舞
に
汗
迄
を
出
し
飯
茶
は
各
持
寄
て
明
す
事
は
や

る
。
光
秀
元
来
大
す
り
切
な
れ
ど
も
難
止
様
子
に
て
、
或
時
客
数
人

同
道
し
先
へ
案
内
を
や
る
。
内
所
に
は
一
一
銭
の
蓄
無
之
儀
能
く
し
り

ぬ
。
何
と
仕
る
や
と
無
心
元
、
哨
も
身
に
不
染
。
扱
客
へ
品
川
を
出
し
た

る
を
み
れ
ば
天
晴
用
意
し
た
り
。
光
秀
見
て
落
涙
に
及
び
婚
し
き
事

に
訟
も
ふ
。
共
仔
細
内
室
絡
に
不
穏
。
扱
坂
本
城
天
守
成
就
し
、
光

秀
先
づ
内
所
を
同
所
し
て
天
守
へ
上
り
、
是
見
給
へ
、
上
の
御
思
に
て

か
様
に
結
構
し
、
澗
山
の
絶
景
あ
れ
見
給
へ
と
云
ふ
。
此
時
内
室
さ
ら

ぽ
む
か
し
の
貧
苦
を
語
ら
ん
、
汗
振
舞
の
事
御
先
伎
や
と
一
宮
ふ
。
光
秀

中
々
覚
え
ね
。
共
時
一
銭
も
な
し
。
せ
ん
方
な
く
我
等
援
を
切

τ費、

l:f養護f
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e 
語、
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上
か
は
だ
さ
り

6
み
《
だ
き
、
あ
ひ
が
の
し
ゃ
・
ヲ
ピ
取
旬
、
水
に
℃
あ
ら
ひ
到
hu
。

砂

賞

京--， 

其

ab期
h
u
o
偲
火
h
e
h
p
む。

陳

水
に
付
け
ひ
や
け
た
る
降
、
内
の
白
み
を
き
り
刻
み
世
帯
ぷ
る
。

皮
右
各
武
匁
宛

か
ん
ざ
う

一
分
玄

Mm

以
上
拾
五
味

此
築
飼
様
の
事
、
常
に
散
薬
に
し
て
置
き
、
可
飼
時
に
至
り
水
の
り

に

τく
る
み
ほ
ど
に
丸
し
て
、
馬
の
口
の
暑
く
へ
烏
し
入
飼
也
。
諸
病

共
に
如
斯
。
此
襲
用
事
は
、
関
頭
の
脈
有
之
時
は
、
馬
い
か
や
う
に
つ

か
れ
た
り
と
い
ふ
共
可
用
也
。
く
わ
ん
の
駄
な
き
時
は
か
な
ら
宇
不

可
用
、
共
馬
死
す
る
も
の
友
り
。
第
一
秘
所
如
斯
。
桑
島
新
右
衛
門

入
選
秘
密
方
赴
也
。
此
築
は
四
季
土
用
寒
熱
血
貨
を
不
嫌
し
て
、
高
病

陀
用
て
妙
也
。
無
病
の
馬
に
も
一
月
に
一
一
隅
度
用
ふ
る
時
は
、
踊
息

災
に
怠
る
。
或
は
軍
中
長
旋
に
つ
か
れ
す
ぐ
み
、
ぬ
か
を
う
と
み
、

病
鉢
何
と
も
難
見
分
時
用
て
吉
。

A
A
故
に
高
病
固
と
申
也
。

馬
路
患
に
あ
た
り
す
で
に
死
せ
ん
と
す
る
時
用
ひ
て
吉
。

烏
腹
中
下
り
、
又
勝
脚
遼
ひ
、
遠
塁
を
乗
て
腹
腸
も
み
切
た
る
や
う

に
つ
か
れ
た
る
に
よ
し
。

可
観
小
寵
巻
十
九

-.Lo 
J、

無
呉
儀
振
舞
出
し
た
り
。
髪
は
常
に
包
み
て
絡
に
御
自
に
不
懸
.
今

か
様
に
宮
柴
も
君
の
御
思
、
疎
か
に
訟
も
ひ
給
ふ
た
と
被
申
し
と
也
。

一
、
宮
樫
介
殿
入
裁
に
し
て
賀
州
へ
蹄
復

富
樫
次
郎
正
親
賀
州
を
流
浪
し
て
越
前
盟
原
へ
蛍
居
。
宮
樫
介
殿
八

歳
に
し
て
賀
州
へ
蹄
復
し
‘
野
の
市
に
居
住
す
。

一
、
馬
灘
高
病
因
の
蕗
方
そ
の
他

馬
薬
方
罫
虫
歯

人

参

其
止
広
島
き
ざ
み
る
ぷ
る
。

資

北 2主

上
の
か
は
を
包
り
刻
み
、
水
の
内
箆
少
し
入
℃
、
を
の
水
に
て
あ
へ
て
天
日
に
ほ
し

少
し
あ
ぷ
る
。

上
の
〈
る
か
は
た
こ
そ
げ
て
き
り
、
=
A
J
一
-
-
つ
に
わ
り
、
白
水
に
=
一
-
一
日
ひ
た
h
旬、

さ
い

J
I氷
た
か
へ
、
あ
ぷ
ら
げ
を
よ
《
取
事
館
伸
一
な
り
。
さ
て
創
あ
ぷ
る
也
。

よ
か
は
あ
-
乙
晶
、
げ
℃
さ
り
、
災
t
E

忌
さ
ざ
み
つ
か
ふ
也
。

自

通

木地
骨
皮

葛

根

脊
附
子

山
梶
子

議

木
柴

胡

水
に
て
あ
ら
ひ
毛
を
さ
旬
℃
さ
ざ
む
白

県
か
は
あ
』
さ
り
其
玄
ゐ
さ
ざ
h
u
o

其

as打
〈
#
作
品
窓
、
水
に
入
れ
て
よ
〈
あ
ら
nv
さ
ざ
を
。
但
銑
怒
川
む
。

骨
叫
ま
お
き
ざ
み
、
〈
る
〈
な
る
ほ

E
M
V
り
ゅ
位
。

業
ま
ゐ
到
み
、
・
よ
さ
す
に
て
あ
へ
て
天
日
に
ほ
し
あ
ぷ
る
。

上
か
は
を
さ
り
お
&
b
A包
ざ
む
白
偲
火
た
い
む
白

白
伏
苓

《
る
か
は
を
さ
り
刻
み
少
レ
あ
ぷ
る
o

雨
穴
不
通
時
用
て
吉
。

布
の
過
に
御
座
候
。
少
し
も
残
し
申
事
乍
恐
紳
八
幡
無
御
座
候
。
以

上。
或
馬
留
云
。
此
築
桑
島
秘
磁
也
。
但
千
生
用
る
に
は
人
参
・
賞
蕗
二

味
を
除
た
る
を
善
し
と
す
。
此
二
味
に
て
却
て
穴
の
つ
ま
る
と
と

あ
り
と
。

い
の
と
っ
ち
と
一
式
草
を
ほ
り

τ、
根
と
も
に
き
ざ
み
ほ
し
て
置
、
冬
に

な
り
馬
の
ぬ
か
に
一
つ
か
み
ほ
ど
ま
ぜ
て
喰
す
る
。
つ
ま
る
事
悲
し
。

と
せ
う
の
と
を
ふ
く
ぺ
に
入
て
持
、
た
び
に
て
も
つ
ま
る
時
、
耳
の
中

へ
ふ
き
込
み
通
告
y
る
也
。
く
つ
宇
り
の
あ
た
り
た
る
に
は
、
な
ん
ば

ん
を
く
る
や
き
に
し
て
付
る
妙
也
。
容
に
付
け
明
朝
疫
ゆ
。

一
、
い
ぽ
を
落
す
に
は
‘
乾
た
る
大
豆
葉
に
て
な
づ
れ
ば
共
ま
h
落

っ。一
、
灸
癒
に
は
指
訟
を
す
り

τ
つ
く
る
。
叉
杉
木
の
黒
焼
も
よ
し
。

て
た
ま
づ
に
は
い
わ
う
・
た
ん
ぱ
ん
等
分
に
合
せ
、
危
ま
づ
の
上
を

血
の
出
る
ほ
ど
す
り
て
つ
く
る
。

一
、
進
士
作
左
衛
門
二
保
披
夜
討
話

明
智
謀
叛
の
時
、
山
崎
庄
兵
衛
・
山
崎
彦
右
衛
門
・
進
士
作
左
衛
門
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